
     

   










tCxty

tbutAx
dt

tdx

制御工学の教科書に載っている状態方程式

状態平均化法による解析

x(t): 状態変数、y(t)：出力、u(t): 入力
A~C: 係数行列
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次のコンバータの状態方程式を解く。
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オン期間の状態方程式1

オン期間における状態方程式

(2)に(3)を代入して、
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整理して、

オン期間の等価回路
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オン期間の状態方程式2
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(3)を整理して、
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(5), (6)より、オン期間の状態方程式は、

ここで、オン期間の各係数行列は、
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オフ期間の状態方程式1

オフ期間における状態方程式

(9)に(10)を代入して、
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整理して、

オフ期間の等価回路
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(10)を整理して、












oo

oin

IexdV

IcVbxAx
dt

d

22

"22

(12), (13)より、オン期間の状態方程式は、

ここで、オフ期間の各係数行列は、
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オフ期間の状態方程式2
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全体の状態方程式1

オン期間とオフ期間の
状態方程式をディー
ティーDで加重平均し、
A~eの係数行列を求める
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状態方程式は、
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定常解の導出
定常状態では、 が成立する0)( tx

dt
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(1)の状態方程式を変形して、
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小信号解析
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各変数に対し、定常値に加えて微小変動を考慮する
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(16)式よりA、c、d、eはDに無依存なので、
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微小変動を考慮した状態方程式は、
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定常解(17)を代入し、2次の微小項を無視すると、
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小信号解析
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この式をラプラス変換し整理する
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小信号解析
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(30)ここで、
(24)式中の偏微分項は(16)式より、
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これを(24)に代入すると、(25)式は次式となる
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小信号解析
簡単のため、 ΔVi=0、ΔIo=0 とし、ΔDに対する影響のみ考慮すると、
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(25)式より、
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よって、ΔDに対する伝達関数G(s)は、
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伝達関数の例

L = 100 μH

C = 100 μH

rL = 0.5 Ω

rC = 0.1 Ω

Vi = 10 V

Bode Plot Nyquist Plot
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